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区公式デフリンピックサポーターの決定について

１．目的
　デフリンピック開催に向けて、品川区にゆかりのあるアスリート等を「品川区公式デフリンピックサポーター」として任命し、区民に向けたデフリンピック関連の広報活動を行うことで、区内におけるより一層の大会の認知度向上および聴覚障害の理解促進を図る。

２．区公式デフリンピックサポーター
（１）植松 隼人 氏
・ 品川区出身。元デフサッカー男子日本代表監督、サインフットボールしながわ代表
・ デフリンピックの啓発など聴覚障がい理解促進のための講演会を実施
（２）湯口 英理菜 氏
　・ パラ陸上選手、日本航空（JAL）アスリート社員
· 日本で唯一の両脚大腿義足陸上競技選手
· 2023年　日本パラ陸上選手権　アジア新記録樹立（走幅跳）
· 2023年　ジャパンパラ陸上　アジア新記録樹立（100m）
　・ 世界記録保持者（200m）
（３）明晴学園
   ・ 区内私立ろう学校

３．任命期間
　　令和６年８月27日（火）～デフリンピック終了まで

４．活動内容
区主催イベント等での出演（講演会・トークショー・デフスポーツ体験会）
デフリンピック周知のためのPR活動（SNS等・啓発チラシでの発信）

５．任命式
　　日程：令和６年８月27日(火)
　　会場：明晴学園　体育館
　　内容：委嘱状授与、サポーターの挨拶等



